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アルツハイマー型認知症発症の経過とアミロイドβ（Aβ）との関係

認知症期における疾患修飾薬治験の失敗が続く中で病理所見を検出可能なアミロイドPETが登場、
縦断的データ取得が可能となったことでアルツハイマー病の病理所見と臨床症状との関係性が明らかになった
。
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Aβ：アミロイドβ、MCI：軽度認知障害、PET：ポジトロン断層撮影法

Sperling RA et al: Alzheimers Dement. 2011; 7(3): 280-292
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新しい診断技術の登場 Aβ/タウPET

1) Rowe CC et al: Lancet Neurol. 2008; 7(2): 129-135
2) Sperling R : Neuron. 2014; 84(3): 608-622
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Aβ PETは技術的にはほぼ完成 感度、特異度は95%程度1）

タウ-PETは完成に近づきつつある 感度、特異度に向上の余地あり

Aβ：アミロイドβ、AD：アルツハイマー病、CN：臨床的正常、PET：ポジトロン断層撮影法、Pib：Pittsburgh Compound-B、T807：flortaucipir
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新薬情報オンライン2023年9月25日記事より（一部改変）

浜松PETセンターオンライン資料より
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レカネマブの効能または効果と投与開始基準

• 効能または効果

– アルツハイマー病による軽度認知障害及び軽度の認知症の進行抑制

• 投与開始対象者の基準

–検査によりアミロイドβ病理を示唆する所見が確認されているAD

–MMSEが22点以上

–CDRが 0.5 あるいは 1
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5.3か月

臨床的認知症尺度（CDR）
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CDR-SBの推移を線形混合モデルにて推定
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Alzheimer’s Association International Conference(AAIC)2024

18ヶ月以降の継続投与に関しては最適使用推進ガイドラインを参照



エーザイ資料より
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ARIA-E ARIA-H

Cogswell P.M. et al  American Journal of Neuroradiology August 2022
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治験でのARIA（アミロイド関連画像異常）が12.5

（浮腫）～17％（出血など）と報告されている。



レケンビ治療目的で紹介いただく際の注意点

• 症状を完全にストップさせる薬剤ではないこと。

• 本人・家族ともに治療を希望されていること。

• ２週間に１回、1年半通院継続し、点滴治療を受けること（2～3時
間）

• MMSEが22点以上の軽度の患者が対象になること。

• 投与前のMRI検査で除外基準に該当しないこと（微小出血が5個以
上ないことなど）。

• PET検査や髄液検査でアミロイドβ病理を示唆する所見が確認できる
こと。

• MRI検査が実施可能（20～30分程度安静状態を保てること、副作
用がなくても定期的なフォローアップのためのMRI検査が必要）。
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抗アミロイドβワクチンのこれから

• 症状が進んでいる患者よりもより軽症の方が効果がある。

• 1年半以降の投与についても明らかな効果がある。

• 副作用は予想よりも少ない（ARIAは6％程度）。

• ワクチンを中断する時期の検討。

• ドナネマブ（商品名ケサンラ）が昨年末より新たに登場。

• ケサンラは月1回の点滴治療剤。

• ケサンラの対象者はMMSEが20～28点。

• 今後、レケンビの皮下注製剤が登場する予定。

• 血液バイオマーカー（採血によってアミロイドなどを測定）の
精度が上がり、そう遠くない時期に現場に登場してくる。
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